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論文内容の要旨

任怠の自然数 n に対して，類数が n の倍数であるような虚の二次体は無限に多く存在すること

はよく知られている。しかし同様の性質を持つ実の二次体が無限に存在することは， n が 2 の巾

の時の Gauss の証明以後永い間知られていなかったが，最近 T. Honda により n 二 3 の場合が

証明された。

この論文の第一部ではこの問題を取扱っている。その主結果は次の通りである。

S1' S2' S3' をそれぞれ素数の有限集合で， 互いに disjoint であるとするとき， 次の性質

(i ), (ii) ，を持つような虚(又は，実)の二次体Fが無限に多く存在する。

(i) F のイデアノレ類群は Z/nZ>く Z/nZ (又はZ/nZ) に同型な部分群を含む。

(ii) S1 (又は， S2' 又は S3) に合まれるすべての素数は F で分解(又は，惰性，)Zは分岐)

する。

このことから最初に述べた問題がすべての n に対して証明される。

類体論によると，上の結果(の一部)は次のように述べられる。 n 次の不分岐巡回拡大を持つ

ような虚(又は，実)の二次体は無限に多く存在する。

第二部では，非アーベソレ(非可解)的な不分岐ガロワ拡大を持つような二次体について考察す

る。その主結果は次の通りである。

任意の自然数 n与 3 に対して，次の性質 (i) ， (ii) を持つ虚(又は，実)の二次体Fが無

限に多く存在する。

( i) F は n 次交代群An と向型なガロワ群を持つガロワ拡大体K/F を持つ。

(ii) K は F上不分岐(又は，すべての有限素点の上で不分岐)である。

同様の結果が n 次対称群， a 二面体群 D川などについても得られる。
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論文の審査結果の要旨

整数論において二次体の占める位置は特殊なもので，古くより多くの研究がなされ，その性質

が明らかにされているが，尚未解決の問題も少くない。なかでも類数に関する性質，与えられた

ガロア群を持つガロア拡大体の存在問題は整数論を専攻する多くの学者の興味をひく問題である。

山本君は上にあげた二つの問題をとりあげ，その各々について注目すべき業績をあげた。以下そ

の内容についてやや詳しくのベる。

任意の自然数 n を与えたとき，類数が n の倍数であるような虚の二次体が無数に存在するこ

とは，古くより知られたところである。しかし同様なことが実の二次体についても成り立っかど

うかは特別のÞJð合 (n が 2 の巾であるとき及び 3 であるとき) を除いてはほとんど知られてい

なかった。山本君は第一部においてこの問題をとりあげ，虚の二次体の場合にも，実の二次体の

場合にも適用できる方法を駆使して次のような更に一般な結果に到達した。即ち Sl' S2' S3 を互

に共通元のない任意に与えられた素数の有限集合とする。そのとき次の性質 (i) ， (ii) を持つ

実(又は虚)二次体F は無数に存在する。

(i) F のイデアノレ類群は n 次巡回群(又はその二つの直積)を部分群として含む。

(ii) Sl' S2 の素数は Fで夫々分解，分岐し， S3 の素数は Fでも素数のままでとどまる。

第二部においては n 次交代群 A九をガロア群として持つような不分岐ガロア拡大体を持つ二

次体 Fの構成を取り扱い，そのような Fが無数に存在することを示した。最後に同様な方法が対

称群，二面体群の場合にも適用できる乙とに注意をしている。

以上本論文は整数論における重要な未解決問題を取上げ，従来の結果を包含するような結論に

達しており，整数論の進歩に寄与するところ少くない。よって理学博士の学位論文とに十分価値

あるものと認める。
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